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TRMM15年の科学的成果とGPMへの期待
Scientific progresses from 15 years observation of TRMM and expectations to the GPM
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1997年 11月に打ち上げられた熱帯降雨観測衛星 TRMMは、世界で唯一、宇宙からの降雨レーダー観測を実現し、既
に 15年に亘って雨の立体構造を集めてきた。初期画像からは、台風の眼の壁雲の上空 18ｋｍの高さに降水粒子が観測
されるなど、科学者を驚かせるような発見があった。

TRMM は、レーダーによる雨の立体構造の直接観測が最大の特長であるが、その他にも太陽非同期、マルチセンサー
（降雨レーダー、マイクロ波放射計、可視赤外放射計、雷センサー、長波短波放射計）搭載、また１５年の連続観測とい
う特長をもつ。それらにより、熱帯亜熱帯域の雨量推定がより精確になったのみならず、様々な気象現象に伴う雨の違い
をグローバルに捉えることに貢献した。各地の雨の鉛直構造や日変化、雷特性、季節変化などの特徴の理解が飛躍的に
進み、雨をもたらす気象の仕組みがより明瞭になった。このようにして TRMM の 15年観測は降雨の科学において大き
な進展をもたらした。

一方、TRMM 観測は地球上のどこでどの高さまで湿潤対流によって熱が持ち上げられているかを明らかにし、地球大
気の流れの解明や、気候モデルの検証にも役立っている。また、地上観測網の少ない地域においての洪水予測などの水
文分野での利用も検討されている。

本講演では、TRMM１５年観測による日本の科学研究成果を振り返る。また、2014年に打ち上げが予定されている全
球降雨観測衛星計画（GPM：主衛星は二周波降雨レーダー（DPR）搭載、マイクロ波観測によるコンステレーション衛
星群により 3時間の時間分解能での全球降雨推定）への期待を議論したい。
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